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　ケリー・マッカルスキー氏は平成13年10月より平成14年9月までの1年間、英国バーミンガム大学英語研究センター（Centre for English Language Studies）にて応用言語学の修士課程に在籍されていました。私もその時期に同センターにおいて英語教育（TEFL/TESL）を研究する機会に恵まれ、親しく接しておりました。私が授業を受けさせていた英語教育の課程と氏の学んでいた課程は、いくつかのモジュールが共通であり、1年間にわたりマッカルスキー氏と机を並べることもしばしばでした。

氏の授業中の発言等から鑑みて、英語教育の理論の最先端を学んでそれを現場での教育で活用しようという意欲は著しく、活発に議論に加わり、かつリードしていました。また韓国における英語教育経験を踏まえ、単にネイティブ・スピーカーによるモノリンガルな英語教育の理論をそのまま現場の教育に当てはめようとするのではなく、異文化社会における英語教育の意味を真剣に考えているようすがうかがえました。氏の真摯な姿勢は、同じ英語教育に携わるものとして大いに啓発されるものでした。

　氏は明朗、誠実であり、その温厚な人柄は教育者たるにふさわしいものであると考えます。

　貴大学での教育の機会が与えられましたなら、学生には得るところきわめて大であると確信し、氏を衷心より推薦申し上げます。
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